
ハロゲン化炭化水素（教科書第１０章、まとめ）	

優れた脱離基　Cl–,	Br–,	I–,	TsO–	　基準は、ありきたりに存在すること・共役酸が強酸	

ダメな脱離基　–OH,	–OR		　脱離させるにはプロトン化して脱離基	H2O,	HOR	に変える	

全然ダメな脱離基　–NH2,	–NR2	　プロトン化しても抜けないので、トリメチル化「Hofmann分解」	

脱離基の序列は酸誘導体（酸塩化物、エステル、アミド）のアシル求核置換活性序列に一致	

脱離基の分類：	



















カルボカチオンの生成 （★ベンジル、アリル、三級は特に生成しやすい）	
①　ハロゲン化物の自発的開裂（SN1,	E1	の前半）	
②　アルコールのプロトン化続いて脱水（酸触媒のSN1,	E1	の前半）	
③　エーテルのプロトン化続いて脱アルコール	
④　オレフィンへのプロトン化	
⑤　オレフィンへのカルボカチオンの付加	
⑥　ハロゲン化物のルイス酸に触媒された開裂（アルキル、アシル）	
 	
	
カルボカチオンの反応 （★いくつかの反応が同時に進行、競争する）	
❶　(β位)プロトンを塩基（求核試薬）に奪われてアルケンとなる（E1	の後半）	
❷　求核試薬（塩基）と結合する（SN1	の後半）	
❸　転位してより安定なカルボニウムイオンとなる	
　　（ヒドリドやアルキルの	1,2-転移が多い）	
❹　アルケンに付加してより大きなカルボニウムイオンを生成する	
❺　芳香族に付加して続いて脱プロトンし、置換芳香族を生成する	
❻　分子間のみならず分子内の反応も起こる；特に三〜六員環構造のとき	

カルボカチオン	



問題集	



問題集	

問：	
１）塩化ネオペンチルは求核置換反応は大変遅い（SN1	型も	SN2	型も）。なぜか。	
２）エタノール中で反応させると、ゆっくりとであるが、2-エトキシ-2-メチルブタンと2-
メチル-2-ブテンを生成する。反応機構を説明せよ。	
ヒント：転位生成物ができたということは、中間体は？	
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